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温度は6/28 7:00時点のデータ7/19 07:00時点のデータ

陸側遮水壁について

○陸側遮水壁は凍結それ自体を目的としたものではなく、建屋への地下水の流入
を抑制し、汚染水の発生を抑制するための対策である。

○第一段階フェーズ２において山側の95％以下を閉合することで、建屋周辺への
地下水の流入量を減らすことができ、第一段階として、汚染水の発生を抑制
することができる。

○第一段階を通じて、陸側遮水壁の効果発現状況を陸側遮水壁内外の地下水位差
およびサブドレン・ウェルポイント・地下水ドレンの汲み上げ量等により確認
していく。
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地中温度経時変化
注1）中粒砂岩層の平均地中温度（青線）：

地表～GL－2mと第1泥質部境界付近を除く1mピッチで計測されている測温管温度の平均値
注2）互層部の平均地中温度（赤線） ：

互層部上下の層境界付近を除く，1mピッチで計測されている測温管温度の平均値

9/27 7:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（中粒砂岩層① 海側）

3地下水位は9/27 12:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（中粒砂岩層② 山側）

4地下水位は9/27 12:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭① 海側）

5地下水位は9/27 12:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭② 山側）

6地下水位は9/27 12:00時点のデータ



7

【参考】地下水位観測井位置図（2016年6月現在）
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地中温度分布図（１号機北側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）

補助工法実施箇所

完了

実施中
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地中温度分布図（１・２号機西側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）
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地中温度分布図（３・４号機西側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）

補助工法実施箇所

完了

実施中
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地中温度分布図（４号機南側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）

補助工法実施箇所

完了

実施中
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地中温度分布図（３・４号機東側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）

補助工法実施箇所

完了

実施中
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地中温度分布図（１・２号機東側）

（温度は9/28 7:00時点のデータ）

補助工法実施箇所

完了

実施中



海側補助工法の実施状況
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※表層部を除く

平面図

210-11S
30-13S

40-13S 90-13S

60-10S

70-9S

50-9S

130-1S
120-1S

50-13S
70-12S

30-9S

ブロックNo. 測温管No. セメント系注入材の仕様 0℃達成状況※ 溶液型注入材の仕様
130-1Ｓ 達成 ー
120-1Ｓ 達成 ー
30-9Ｓ 達成 ー
50-9S 達成
70-9Ｓ 達成

10BLK 60-10S 達成見込み
11BLK 210-11S 達成
12BLK 170-12Ｓ 懸濁型（普通セメント） 達成 ー

30-13Ｓ 達成
40-13Ｓ 達成
50-13Ｓ 達成 ー
90-13S 達成
80-13S － 実施中

懸濁型
（普通セメント+超微粒子セメント）

懸濁型（普通セメント）

懸濁型
（普通セメント＋超微粒子セメント）

１BLK

9BLK

13BLK

溶液型（水ガラス系）

溶液型（水ガラス系）

溶液型（水ガラス系）
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【70-9S】
補助工法（溶液型）を完了。引き続き温度低下中。
表層以外0度達成。表層については個別止水工（セメント充填等）実施中

【50-9S】
フェーズ２以降、台風に伴う一連の降雨により温度上昇傾向を示していることか

ら、9/10より補助工法（溶液型）を実施し完了済み。
0度達成。

補助工法実施状況（9BLK）

表層の個別止水工（セ
メント充填等）を実施中

補助工法により0度達成
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補助工法実施状況（13BLK）
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追加箇所① 従前の予測に対し、温度低下が停滞した箇所

平面図

６0-10S

従前の予測では比較的早期に凍結すると予測していたものの温度低下が停滞した箇所に補
助工法を追加し施工中。

90-13S：0度達成※、60-10S：補助工法施工中

9０-1３S

６0-10S

0℃

0℃

0℃

80-13S

※90-13Sについては、0℃を達成。但し、隣接する80-13S
について、90-13Sの補助工法が効果を上げたため、行き場
を失った水が流れたことによると見られる温度上昇が発生。
→補助工法を継続中
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追加箇所② ０℃以下であったものが０℃以上に上昇したもの

平面図

210-11S

50-9S

台風等による降雨に伴い、測温管位置の温度が０℃よりやや低い温度で停滞していた箇所
において温度の上昇が認められたため補助工法を追加

210-11S：0℃達成、50-9S：0℃達成

210-11S 50-9S

0℃0℃



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社
19

補助工法実績と今後の計画

9BLK

1BLK（完了）

12BLK（完了）

※9/28（水）現在

凡例
：実施中
：実施予定（海側）
：完了

※上記優先箇所に対しては、本年10月末に完了目途
※温度状況に応じ未凍結部分が残留すると判断される箇所については、随時補助工法を適用していく

９BLK（完了）

11BLK（完了）

１号機北東側
（1BLK）

１号機東側
（12,13BLK）

４号機南側
（9BLK）

１号機北側
～２号機西側
（3～5BLK）
３,４号機西側

（6BLK）

４号機西側～南側
（7,8BLK）

８月 9月 10月

海側

山側

降雨による
温度上昇箇所

（38本）

６月 ７月

6/6 開始 6/30 終了

一次注入

一次注入

6/27 開始 7/14終了

一次注入

7/14 開始

二次注入

60-10S（9本）

二次注入

8/3 開始

二次注入

8/10 開始

8/2 終了

準備工

準備工および海側優先期間

準備工

注入

注入

注入

6/6 開始 6/24 終了 7/22 開始

9/3～二次注入（溶液型）11本

9/2～二次注入（溶液型）23本

210-11S（9本）

50-9S（11本）

90-13S（9本）80-13S（準備中）
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山側補助工法実施状況（6BLK）
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8/1 8/6 8/11 8/16 8/21 8/26 8/31 9/5 9/10 9/15 9/20 9/25 9/30 10/5 10/10

60-6S O.P. +9.1m O.P. +8.1m O.P. +7.1m O.P. +6.1m O.P. +5.1m 降水量

（mm/da y）

【60-6S】（9/26現在４／９本完了）

補助工法実施中。
経過観察中。


